
 

 

令和６年度 区立小・中学校における不登校の状況について 

 

１．【不登校の定義】 

 

 

 

２．不登校の状況について  

 （１）－ ① 不登校児童・生徒数と出現率の推移                （単位：人） 

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

小学校 ９１ １０７ １０２ 

中学校 １３６ １１６ １１３ 

合 計 ２２７ ２２３ ２１５ 

不登校出現率（小） 

区：１．０７％ 

都：１．７８％ 

国：１．７０％ 

区：１．２２％ 

都：２．２１％ 

国：２．１４％ 

区：１．０９％ 

都：－％ 

国：－％ 

不登校出現率（中） 

区：８．２１％ 

都：６．８５％ 

国：５．９８％ 

区：６．８０％ 

都：７．８０％ 

国：６．７１％ 

区：６．１９％ 

都：－％ 

国：－％ 

  

（１）－ ② 令和６年度不登校の日数別内訳  

【小学校】   ※（ ）内は昨年度の児童・生徒の数。           （単位：人） 

分類 日数 人数 支援状況 

Ａ層 欠席３０日～４９日 １９（１６） 担任の電話連絡、面談等が中心 

Ｂ層 欠席５０日～８９日 ３１（３０） 担任の電話連絡、面談等が中心 

Ｃ層 欠席９０日～約２００日 ４４（５１） 担任やスクールカウンセラー、適応教室等 

Ｄ層 出席１０日以下 ５（６） 
学校からの電話連絡や教育相談、放課後面談、

適応教室等 

Ｅ層 全欠席（出席０） ３（４） 

適応教室に通室している例や、教育相談、ス

クールカウンセラー、スクールソーシャルワ

ーカーとの面談や担任・管理職からの定期的

な連絡など、個に応じた支援を実施している。 

合計  １０２（１０７）  

 

【中学校】                                （単位：人） 

分類 日数 人数 支援状況 

Ａ層 欠席３０日～４９日 ９（４） 担任の電話連絡、面談等が中心 

Ｂ層 欠席５０日～８９日 １６（１２） 担任の電話連絡、面談等が中心 

Ｃ層 欠席９０日～約２００日 ６１（６８） 担任やスクールカウンセラー、適応教室等 

Ｄ層 出席１０日以下 １６（１８） 
学校からの電話連絡や教育相談、放課後面談、

適応教室等 

Ｅ層 全欠席（出席０） １１（１４） 

適応教室・フリースクールへ通学（通室）し

ている例や、教育相談、スクールソーシャル

ワーカー、メンタルサポーター派遣や担任・

管理職からの定期的な連絡など、個に応じた

支援を実施している。 

合計  １１３（１１６）  

資 料 ２ 

何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるいはした

くともできない状況にあるために年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経済的理由による

者を除いたもの 



 

（２） 不登校児童・生徒への対応                      （単位：人） 

区    分 小学校 中学校 

① 不登校児童・生徒数の合計 １０２ １１３ 

② ①のうち、学校内外の関係機関等（適応教室、校内別室、教

育相談、子ども家庭支援センター等）と連携している児童・

生徒 

重
複
回
答
あ
り 

６８ ８０ 

③ ①のうち、学校内外の関係者（担任、養護教諭、スクールソ

ーシャルワーカー、スクールカウンセラー、教育相談員等）

と関わっている児童・生徒 

１０２ １１３ 

④ ①のうち、学校内外の関係者と関わっていない児童・生徒 ０ ０ 

  

（３） 不登校になったきっかけと考えられる状況 ※複数選択         （単位：件） 

区         分 小学校 中学校 

学
校
に
係
る
状
況 

① いじめ ５ ３ 

② いじめを除く友人関係をめぐる問題 ２３ ２３ 

③ 教職員との関係をめぐる問題 ９ ３ 

④ 学業の不振 ２７ ３０ 

⑤ 学校のきまり等をめぐる問題 ５ ７ 

⑥ 入学、転編入学、進級時の不適応 １３ １８ 

⑦ 学校生活に対してやる気が出ない ３５ ４８ 

家
庭
に
係

る
状
況 

⑧ 家庭の生活環境の変化 １２ １８ 

⑨ 親子の関わり方 ２７ ２１ 

本
人
に
係
る
状
況 

⑩ 生活リズムの乱れ ３８ ３９ 

⑪ 遊び、非行 ０ ５ 

⑫ 不安、うつ ４０ ４８ 

⑬ 障害（疑いを含む）に起因する特別な教育的支援 １６ ９ 

⑭ 個別の配慮（⑬以外） ２１ １３ 

 


